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院
元
の
卑
東
刊
改
問
題
に
つ
い
て

は
じ
め
に

院
元
(
一
七
六
四

i
一
八
四
九
)
が
王
引
之
(
一
七
六
六

1
一
八
三
四
)

に
あ
た
え
た
書
簡
中
に
お
い
て
、
王
引
之
の
父
で
あ
る
王
念
孫
(
一
七
四
四

ー
一
八
三
二
)
晩
年
の
「
古
韻
二
十
一
部
」
(
最
晩
年
は
古
韻
二
十
二
部
)ω

に
、
『
広
韻
』
に
あ
る
漢
字
を
当
て
は
め
て
配
置
し
て
出
版
す
る
こ
と
を
記

し
た
文
言
が
あ
る
。
こ
の
書
簡
は
羅
振
玉
(
一
八
六
六

1
一
九
四

O
)
が
編

集
し
た
『
昭
代
経
師
手
簡
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
王
国
維
(
一
八
七
七

1

一
九
二
七
)
は
こ
の
文
言
を
以
て
院
元
は
古
韻
の
学
に
明
ら
か
で
は
な
い
と

判
断
し
、
ま
た
王
国
維
の
こ
の
見
解
が
後
世
に
ま
で
院
元
に
対
す
る
評
価
と

な
っ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
後
世
こ
の
件
を
卑
東
刊
改
と
称
し
て
い
る
が
、

確
か
に
中
古
音
の
韻
書
で
あ
る
『
広
韻
』
と
、
上
古
音
の
韻
書
で
あ
る
「
古

韻
二
十
一
部
」
を
混
交
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、
特
に
清
代
の
顧
炎
武
(
一
六

七
九

i
一
七
五
九
)
・
戴
震
(
一
七
二
三

i
一
七
七
七
)
・
段
玉
裁
(
一
七
三

五
i
一
八
一
五
)
等
の
多
く
の
考
拠
学
者
の
主
眼
と
し
た
経
書
研
究
に
お
け

る
正
確
な
古
韻
の
復
元
と
い
う
立
場
か
ら
す
る
と
、
全
く
無
意
味
な
こ
と
で

若

松

信

爾

九
州
女
子
大
学
共
通
教
育
機
構

北
九
州
市
八
幡
西
区
自
由
ヶ
丘
一
一
(
干
八
O
七
八
五
八
六
)

(二

O
二
二
年
十
一
月
一
日
受
付
、
二

O
二
二
年
十
二
月
十
九
日
受
理
)

あ
り
、
如
何
な
る
意
義
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
不
見
識
の
語
り
は
免
れ
な
い

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
実
際
に
院
元
は
古
韻
の
学
に
未
熟
で
あ
る
た
め
に
、

こ
の
よ
う
な
意
見
を
王
引
之
に
提
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
配
元
の
文
集

『
寧
経
室
集
』
に
あ
る
古
韻
学
に
言
及
し
た
箇
所
を
み
て
い
く
と
、
院
元
自

身
も
王
念
孫
に
師
事
し
て
お
り
、
必
ず
し
も
院
元
の
古
韻
学
に
対
す
る
知
識

が
不
正
確
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
部
分
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
今

ま
で
の
院
元
の
古
韻
学
の
知
識
を
理
解
す
る
上
で
、
非
常
に
不
明
瞭
な
点
と

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
は
王
国
維
の
発
号
白
か
ら
始
ま
る
、
配
元
の
古
韻

学
の
知
識
に
対
す
る
批
判
・
疑
問
を
踏
ま
え
た
上
で
、
院
元
が
何
故
敢
え
て

卑
東
刊
改
と
い
う
問
題
を
起
こ
し
た
の
か
。
ま
た
そ
こ
に
な
ん
ら
か
の
深
い

別
の
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
点
か
ら
こ
の
問
題
に
論
及
し

て
い
く
こ
と
に
す
る
。
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一
、
院
元
に
対
す
る
批
判
の
原
因

特
に
須
ら
く
至
・
祭
等
一
一
指
示
す
べ
き
の
み
。
単
に
大
字
を
窮
し
、

小
字
を
寓
さ
ざ
れ
ば
、
数
高
字
に
過
ぎ
ず
し
て
霜
成
り
、
舎
下
に
交
ふ

院
元
に
対
す
る
批
判
の
原
因
と
な
っ
た
も
の
は
、

「
与
王
伯
申
書
」
と
い

れ
ば
之
を
刻
す
る
こ
と
甚
だ
易
し
。
舎
下
の
管
事
は
張
茂
才
(
鶴
書
・

ぅ
、
王
引
之
に
あ
た
え
た
書
簡
に
あ
る
。
書
簡
の
数
は
九
通
あ
り
、
こ
れ
ら

競
は
琴
堂
)
舎
親
、
之
に
付
さ
ぱ
即
ち
刻
す
可
き
な
り
。

ω

の
書
簡
は
羅
振
玉
の
『
昭
代
経
師
手
簡
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

『
昭
代
経
師
手
簡
』
は
書
簡
そ
の
も
の
を
影
印
す
る
の
み
で
、
甚
だ
読
み
づ

こ
の
書
簡
は
王
国
維
が
嘉
慶
十
年
の
製
作
と
し
た
こ
と
か
ら
、
劉
蹄
遂
の

ら
く
ま
た
書
簡
の
製
作
年
代
も
確
定
さ
れ
て
い
な
い
。

ω
二
O
O
五
年
に
陳

『
高
郵
王
氏
親
子
年
譜
』
に
お
い
て
も
嘉
慶
十
年
の
事
と
し
て
い
る
。

ω
し
か

鴻
森
氏
が
「
院
元
奥
王
引
之
書
九
通
考
稗
」
に
お
い
て
全
て
の
書
簡
の
内
容

し
、
こ
の
書
簡
製
作
年
代
に
つ
い
て
は
、
王
章
涛
は
王
献
唐
の
説
に
基
づ
き

を
考
証
し
、

そ
の
年
代
を
確
定
し
て
い
る
。

ω
そ
こ
で
書
簡
に
つ
い
て
は
陳

道
光
十
年
と
し
、

ω
ま
た
、
演
口
富
士
夫
・
陳
鴻
森
等
が
書
簡
の
内
容
を
詳

細
に
検
討
し
た
結
果
、
道
光
十
二
年
以
降
の
製
作
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
の

鴻
森
氏
の
論
文
に
従
い
、

そ
の
内
容
を
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
問
題
と
な

「
古
韻
二
十
一
部
」
に
関
す
る
書
簡
は
、

「
与
王
伯
申
書
一
ご
・
「
与
王
伯

文
中
の
「
居
郷
無
事
」
を
王
引
之
の
父
の
丁
憂
と
解
す
れ
ば
、
道
光
十
二
年

る申
書
七
」
で
あ
る
。
先
ず
「
与
王
伯
申
書
二
」

の
関
係
個
所
を
紗
出
し
て
み

以
降
が
や
は
り
妥
当
で
あ
ろ
う
。
書
簡
は
院
元
自
身
が
呉
蘭
修
に
「
古
韻
二

の
出
版
を
依
頼
し
た
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
た
め
、
王
引
之
に

る
こ
と
に
す
る
。
(
)
内
は
注
で
あ
る
。

十
一
部
」

そ
の
事
業
を
懲
憩
し
、

そ
の
出
版
に
つ
い
て
は
文
選
楼
で
行
っ
て
も
よ
い
と

い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
の
出
版
事
業
は
「
十
日
に
し
て
即
ち
成
る
」
、

古
韻
二
十
一
部
刻
字
の
事
は
、
若
し
元
卑
に
在
ら
ば
、
十
日
に
し
て
即

「
之
を

ち
成
る
も
、
今
に
至
る
ま
で
杏
然
た
り
。
呉
蘭
修
事
を
排
じ
て
名
有
る

刻
す
る
こ
と
甚
だ
易
し
」
と
い
う
文
言
か
ら
理
解
で
き
る
よ
う
に
小
冊
子
程

も
疲
緩
し
、
亦
之
を
催
さ
ず
。
堂
中
の
経
解
も
、
若
し
夏
道
と
厚
民
の

度
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
問
題
に
な
る
の
は
こ
こ
で

「
古
韻
二
十
一
部
」
に

緊
緊
と
し
て
催
排
す
る
に
非
ら
れ
ば
、
必
ず
中
綴
せ
し
な
ら
ん
。
(
夏

升
り
て
去
ら
ば
、
即
ち
人
の
力
を
出
す
可
き
無
し
。
巧
巧
と
し
て
刻
完

そ
れ
を
行
う
と
い
う
院
元
の
意
見
で
あ
る
。

そ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
と
し
て
、
事
の
経
過
を
述
べ
る
た
め
、
次
に

『
広
韻
』
を
合
併
さ
せ
た
形
で
、

う
し
て
即
ち
升
る
)
寄
り
て
思
ふ
に
年
兄
大
人
此
の
時
郷
に
居
り
て
事

「
与
王
伯
申
書
七
」

の
関
係
個
所
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

無
し
、
何
ぞ
庚
韻
を
牌
ひ
て
取
り
出
し
、

一
教
館
の
人
に
送
り
て
其
れ

排
寝
せ
し
め
ざ
る
や
。

(
字
は
慶
韻
の
大
字
の
大
に
似
た
る
を
要
す
)

冬
半
ば
京
中
の
来
書
に
接
し
、
墓
銘
の
己
に
収
到
せ
ら
る
る
を
知
り
、
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冬
間
己
に
家
郷
に
到
ら
ん
こ
と
を
想
ふ
。
頃
ろ
卑
中
の
曾
創
の
書
に
接

中
に
、
録
す
る
所
の
至
・
祭
の
二
部
及
び
候
部
入
聾
表
は
、
即
ち
此
の

し
、
廿
一
部
古
韻
己
に
上
板
せ
る
を
知
る
。
冬
初
前
に
等
語
有
り
。
然

譜
中
よ
り
摘
出
せ
る
者
な
り
。
後
に
定
稿
を
以
て
院
文
達
公
に
広
東
に

ら
ば
則
ち
前
書
の
揚
に
在
り
て
男
に
刻
さ
ん
と
欲
す
る
は
、
必
ず
し
も

寄
す
。
故
に
遺
書
中
僅
か
に
初
稿
有
り
て
、
二
十
一
部
完
具
す
る
と
雄

も
、
然
れ
ど
も
録
す
る
所
は
許
書
の
二
十
分
の
一
に
過
ぎ
ざ
る
の
み
。

せ
ざ
る
な
り
。
曾
公
の
書
内
に
ま
た
云
ふ
、
風
・
克
等
の
字
の
知
き
も

亦
須
ら
く
提
出
す
べ
き
も
、
究
に
其
の
提
す
る
所
を
知
ら
ざ
る
者
、
若

此
の
書
文
達
卑
東
に
在
り
し
時
刊
行
を
矯
さ
ん
と
擬
す
も
、
未
だ
幾
ば

干
の
字
あ
る
な
り
。
と
。

ω

く
な
ら
ず
し
て
卑
よ
り
去
る
。
市
し
て
稿
本
は
尚
ほ
皐
海
堂
に
留
ま

陳
鴻
森
氏
は
こ
の
書
簡
を
官
頭
の
文
言
か
ら
道
光
十
三
年
の
冬
と
し
て
い

る
。
文
達
嘉
慶
乙
丑
に
於
い
て
雲
南
由
り
文
簡
に
札
を
致
し
て
云
ふ

(
中
略
)
此
の
書
の
卑
中
の
刻
の
成
と
否
と
は
、
知
る
可
か
ら
ず
と
雄

る
。
院
元
の
著
し
た
王
念
孫
の
墓
誌
銘
を
王
引
之
が
受
け
取
っ
た
こ
と
と
、

も
、
即
ち
刻
成
せ
し
む
れ
ば
、

乃
ち
此
の
撃
を
知
ら
ざ
る
の
人
を
任

広
東
の
曽
剣
か
ら
配
元
に
送
ら
れ
て
き
た
手
紙
の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。

じ
、
終
に
表
中
の
諸
字
意
に
任
せ
て
出
入
せ
ん
と
す
。
不
刻
の
愈
る

書
中
の
「
廿
一
古
韻
己
に
上
板
せ
る
を
知
る
」
に
つ
い
て
は
、
陳
鴻
森
氏
は

卑
で
曽
剣
が
「
古
韻
廿
一
部
」
を
成
書
に
近
い
状
態
に
ま
で
仕
上
げ
た
。
と

解
し
て
い
る
。

ω
続
く

に
如
か
ず
。
文
達
此
の
事
に
於
い
て
全
く
償
償
に
属
す
る
を
知
る
可

し
。
文
簡
此
の
書
を
得
て
如
何
な
る
答
へ
を
作
す
か
を
知
ら
ざ
る
な

り
。
又
第
一
札
は
文
簡
に
慶
韻
を
牌
ひ
て
取
り
出
し
、

「
前
書
の
揚
に
在
り
て
男
に
刻
さ
ん
と
欲
す
る
は
、

一
教
館
の
人
を

必
ず
し
も
せ
ざ
る
な
り
」
と
い
う
文
脈
と
、
周
知
の
如
く
院
元
に
よ
る
こ
の

し
て
排
寝
せ
し
め
ん
こ
と
を
勘
む
。
此
の
事
亦
何
ぞ
容
易
な
る
や
。
然

れ
ど
も
此
れ
に
因
り
て
先
生
の
此
の
譜
の
家
中
に
別
に
副
本
無
き
を
知

る
。
先
生
父
子
残
後
、
遺
稿
は
第
三
孫
の
忠
介
(
害
同
)
の
所
に
在

書
の
出
版
は
無
か
っ
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
版
木
に
刻
む
寸
前
の
状
態
に

近
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
こ
の
出
版
事
業
の
依
頼
を
前
述
の
呉
蘭

修
か
ら
曽
剣
に
変
更
し
て
い
る
の
が
分
か
る
。
こ
の
二
通
の
書
簡
が
院
元
が

り
。
道
光
季
年
鄭
牒
の
王
膜
軒
(
梓
材
)
忠
介
の
家
に
館
し
、
補
二

王
引
之
に
与
え
た
「
古
韻
二
十
一
部
」
関
す
る
書
簡
で
あ
る
。

十
一
表
を
属
し
、
詩
経
韻
譜
の
首
に
冠
す
。
艦
軒
は
史
撃
を
治
め
、
徐

王
国
維
の
こ
れ
に
対
す
る
有
名
な
批
判
を
以
下
に
挙
げ
る
。

星
伯
・
張
石
船
の
諸
公
と
遊
ぶ
。

又
宋
元
皐
案
を
補
ひ
、
時
に
名
有

り
。
然
れ
ど
も
此
の
撃
の
於
い
て
は
賓
に
未
だ
先
生
の
堂
に
升
る
能
は

の
諸
韻
譜
中
、
最
も
切
要
な
る
は
説
文
譜
聾

ず
。
其
の
至
・
祭
二
部
及
び
侯
部
入
聾
に
於
い
て
は
、
均
し
く
先
生

先
生
(
王
念
孫
の
こ
と
)

譜
矯
り
。
先
生
恒
に
奉
げ
て
以
て
人
に
示
す
。
李
許
粛
方
伯
に
致
す
書

の
原
譜
を
用
ひ
ず
。

又
原
譜
の
瞳
例
を
用
ひ
ず
。
蓋
し
未
だ
先
生
の
此
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の
譜
は
説
文
の
震
に
作
る
を
知
ら
ず
。
其
の
書
教
館
の
人
を
し
て
庫
韻

訓
話
手
続
き
を
高
く
評
価
す
る
と
と
も
に
、

そ
れ
が
院
元
に
由
来
す
る

に
照
ら
し
て
排
寝
せ
し
む
る
者
と
視
べ
て
、
未
だ
之
れ
能
く
愈
ら
ざ
る

と
し
て
院
元
も
高
く
評
価
す
る
。
と
こ
ろ
が
孫
玄
常
「
王
念
孫
《
爾
雅

な
り
。
鳴
呼
、
文
達
の
通
博
を
以
て
す
る
も
、
先
生
の
撃
に
於
い
て
は

尚
隔
膜
あ
る
こ
と
此
の
如
し
、
則
ち
他
又
何
ぞ
責
め
ん
。
附

郭
注
(
疏
)
刊
誤
〉
〉
札
記
」

で
は
「
院
元
は
音
韻
に
疎
く
、

し
た
が
つ

て
そ
の
門
か
ら
出
た
赫
蕗
行
の
疏
証
は
王
念
孫
に
よ
っ
て
訂
正
さ
れ
る

(
中
略
)
と
し
た
部
分
に
は
先
の
院
元
の
二
通
の
書
簡
が
引
用
さ
れ
る
の
で

点
が
多
か
っ
た
の
も
当
然
で
あ
る
」
と
あ
り
、

す
る
。
間

王
国
維
の
見
解
と
一
致

あ
る
が
、
徒
に
冗
長
に
な
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
略
し
た
。
王
国
維
の
院
元

書
簡
の
製
作
を
、
嘉
慶
十
年
に
比
定
す
る
説
は
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
定
説
に

つ
ま
り
院
元
の
音
韻
に
対
す
る
評
価
は
陳
謹
の
如
き
見
解
も
あ
り
、

一
概
に

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
王
国
維
の
院
元
に
た
い
す
る
「
文
達
此
の
事
に
於

無
知
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
部
分
が
あ
る
。
演
口
論
文
で
は
続
い
て
院
元

「
文
達
の
通
博
を
以
て
す
る
も
、
先
生
の
学
に
於

い
て
は
尚
隔
膜
あ
り
」
と
い
う
評
価
は
肯
定
的
に
な
っ
て
い
る
感
が
あ
り
、

粛
軍
・
孫
玄
常
等
も
こ
の
説
に
賛
意
を
表
し
て
い
る
。

ω
演
口
氏
の
論
文
で

い
て
全
く
憤
憤
に
属
す
」
、

の
「
武
進
張
氏
譜
声
譜
序
」
に
あ
る
以
下
の
知
き
院
元
の
音
韻
に
対
す
る
文

言
に
対
し
別
人
の
ご
と
く
で
あ
る
と
い
う
。
間

は
こ
の
点
に
つ
い
て
客
観
的
に
記
述
し
て
い
る
。

其
の
言
に
日
く
、
今
の
二
百
六
部
を
讃
む
者
は
(
少
な
し
。
之
を
古
に

す
な
わ
ち
王
念
孫
の
二
十
一
部
は
『
説
文
解
字
』
そ
れ
自
体
の
も
の
で

求
む
れ
ば
、
既
に
合
は
ず
。
以
て
今
に
示
せ
ば
則
ち
未
だ
暁
ら
ず
し

て
、
徒
に
)
之
を
牽
引
し
、
之
を
分
割
す
る
は
、
甚
だ
謂
は
れ
無
き
な

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
配
元
が
意
図
し
た
も
の
は
、
『
広
韻
』
所
収

り
。
今
故
に
奉
る
も
之
を
空
し
く
す
。
詩
を
以
て
韻
を
求
め
、
佐
く
る

の
漢
字
を
古
音
分
部
表
に
配
置
し
な
お
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
近

に
易
・
屈
を
以
て
す
。
韻
を
以
て
部
を
分
ち
、
部
を
以
て
聾
を
類
し
、

音
の
音
理
体
系
と
は
明
確
に
一
線
を
画
し
た
う
え
で
古
音
の
分
部
を
解

聾
を
以
て
説
文
の
字
に
譜
ふ
の
み
。
張
氏
の
此
の
説
奇
に
し
て
法
あ

明
し
た
と
し
て
、

そ
の
意
義
を
強
調
し
た
王
念
孫
の
意
図
を
完
全
に
無

り
、
説
文
の
聾
を
審
ら
か
に
す
る
こ
と
亦
細
や
か
な
り
。
以
て
未
だ
韻

視
し
た
組
替
え
で
あ
り
、
実
に
「
古
韻
廿
一
部
」

の
破
壊
で
し
か
な
い

書
の
時
の
本
来
部
居
有
ら
ざ
る
を
見
る
に
足
る
。
凶

と
見
倣
す
の
で
あ
る
。

し
か
し
院
元
の
音
韻
の
認
識
に
関
す
る
評
価

は
、
た
と
え
ば
陳
浬
は
郁
蕗
行
の
『
爾
雅
義
疏
』
の
古
音
を
応
用
し
た

し
か
も
、
院
元
が
序
文
で
引
用
し
た
『
説
文
譜
声
譜
』
の
文
章
の
前
文
を
み
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る
と
「
諸
家
の
慶
韻
を
以
て
標
目
し
、
其
の
合
は
ざ
る
は
、
割
裂
し
て
之
を

分
つ
、
是
れ
其
の
虚
目
を
取
る
な
り
」
聞
と
あ
り
、
此
の
書
の
『
慶
韻
』
に

対
す
る
考
え
が
よ
り
鮮
明
に
み
て
と
れ
る
。
院
元
は
張
成
孫
の
こ
の
姿
勢
に

十
九
・
幽
二
十
・
宵
二
十
一
。
之
を
群
鰹
・
楚
僻
に
案
じ
て
、
斬
然
と

し
て
素
れ
ず
。
其
の
至
・
祭
・
童
・
絹
を
分
ち
て
四
部
と
属
す
や
、
則

ち
更
に
顧
・
段
諸
家
の
未
だ
及
ば
ざ
る
所
に
し
て
、
陸
法
言
の
未
だ
析

た
ざ
る
所
の
者
な
り
。
間

賛
意
を
示
し
、

一
方
で
は
「
古
韻
二
十
一
部
」
を
『
広
韻
』
に
合
わ
せ
て
出

版
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
矛
盾
を
漬
口
氏
は
こ
の
序
文
を
書
い
た
道
光
十
七

年
の
時
点
に
お
い
て
「
こ
れ
は
院
元
が
王
年
孫
の
「
与
李
方
伯
書
」
を
研
究
し

こ
の
墓
誌
銘
を
み
る
と
、
院
元
は
親
し
く
王
念
孫
よ
り
古
韻
の
教
え
を
受
け

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
音
を
排
除
し
て
『
詩
経
』
の
押
韻
に
徹
底
し
た
考
古

の
立
場
を
理
解
し
た
か
ら
な
の
で
あ
ろ
う
か
」
仰
と
推
測
し
て
い
る
が
、
実

際
に
院
元
は
こ
こ
に
至
る
ま
で
「
古
韻
二
十
一
部
」
を
理
解
で
き
な
か
っ
た

た
こ
と
が
理
解
で
き
、

ま
た
恰
も
「
古
韻
二
十
一
部
」
も
理
解
し
て
い
る
が

如
く
で
あ
る
。
と
な
れ
ば
院
元
の

「
古
韻
二
十
一
部
」
と
『
広
韻
』
に
合
わ

せ
て
出
版
す
る
と
い
う
企
画
に
は
、
単
に
院
元
が
古
韻
に
対
し
て
無
知
で

の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
も
玩
元
は
道
光
十
二
年
頃
作
の

「
王
石
膿
先
生
墓
誌

あ
っ
た
。
と
い
う
よ
り
別
の
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
な

銘
」
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

い
だ
ろ
う
か
。

乾
隆
丙
午
京
に
入
り
て
先
生
に
謁
す
。
先
生
の
撃
は
精
微
慶
博
に
し
て

二
、
既
元
の
文
章
論

元
に
語
る
。
元
能
く
其
の
意
を
知
り
、
先
生
遂
に
築
み
て
以
て
教
へ
を

属
す
。
元
の
精
く
聾
音
・
文
字
・
訓
詰
を
知
る
は
、
先
生
よ
り
得
る
な

り
。
(
中
略
)
古
音
は
顧
氏
・
江
氏
・
戴
氏
よ
り
皆
考
正
有
り
、
金
壇

前
述
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
前
に
、
少
々
視
点
を
変
え
て
院
元

の
文
章
に
対
す
る
考
え
を
概
観
し
て
み
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
前
章
に
お
け

の
段
氏
十
七
部
に
分
ち
て
益
々
精
と
震
る
。
段
氏
支
・
之
・
脂
を
分
ち

て
三
部
と
属
す
や
、
前
人
の
未
だ
護
せ
ざ
る
所
を
載
す
。
先
生
も
昔
亦

る
疑
問
に
何
ら
か
の
形
で
接
近
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

い
つ

ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
配
元
は
文
選
学
の
大
家
で
あ
り
、
餅
文
の
名

同
見
此
れ
に
及
ぶ
も
、
段
氏
の
書
先
に
出
づ
、
遂
に
作
を
轍
む
。
然
れ

手
で
あ
る
。
特
に
文
選
に
対
す
る
傾
倒
ぶ
り
は
世
に
知
ら
れ
て
い
る
。

南

ど
も
先
生
の
分
つ
所
は
、
乃
ち
二
十
一
部
、
東
一
・
蒸
二
・
侵
三
・
談

宋
淳
照
貴
池
尤
氏
本
文
選
序
」
に
は
幼
い
時
か
ら
文
選
を
学
習
し
た
様
子
が

四
・
陽
五
・
耕
六
・
員
七
・
語
八
・
元
九
・
歌
十
・
支
十
一
・
至
十

記
さ
れ
て
い
る
。

二
・
脂
十
三
・
祭
十
四
・
童
十
五
・
絹
十
六
・
之
十
七
・
魚
十
八
・
侯
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克
幼
く
し
て
文
選
の
皐
を
矯
す
も
、
世
に
し
て
未
だ
其
の
理
に
精
熟
す

ら
ば
ざ
る
所
、
其
の
例
己
に
明
ら
か
に
文
選
の
序
に
著
は
す
も
の
な

る
能
は
ず
。
然
れ
ど
も
誰
文
脱
字
時
時
校
し
て
之
に
及
ぶ
。
昔
元
の
張

り
。
桂
苑
珠
叢
久
し
く
亡
侠
し
、
間
々
他
書
に
引
か
る
。
其
の
書
諒

伯
顔
・
明
の
菅
府
の
諸
本
を
得
て
、
即
ち
秘
加
と
属
す
。
嘉
慶
丁
卯
、

に
部
居
有
り
て
、

小
皐
訓
話
の
淵
海
馬
り
。
故
に
惰
・
唐
聞
の
人
の

始
め
て
昭
文
呉
氏
よ
り
南
宋
尤
延
の
本
を
得
、
無
上
の
古
加
と
属
す
。

(
中
略
)
元
の
家
揚
州
の
奮
城
文
選
巷
に
居
す
。
即
ち
惰
の
曹
憲
の
故

書
に
注
す
る
に
、
引
据
便
に
し
て
博
な
り
。
元
幼
時
文
選
の
皐
を
矯

す
。
既
に
し
て
経
籍
纂
詰
二
百
十
二
巻
を
属
す
は
、
猶
ほ
此
の
志
な

り
。
此
れ
元
の
嚢
日
考
へ
る
所
な
り
。
間

里
、
李
崇
賢
の
文
選
の
撃
を
惇
へ
て
選
注
を
属
す
に
由
る
所
の
者
な

り
。
元
既
に
文
選
棲
を
家
廟
の
南
方
に
構
へ
、
継
い
で
此
の
加
を
得
て
、

之
を
棲
中
に
離
す
。
側

近
藤
光
男
氏
は
院
元
が
『
桂
苑
珠
叢
』
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、
幼
時
よ
り

治
め
た
文
選
墜
を
生
か
し
、
『
経
籍
纂
詰
』
を
作
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

そ

他
に
「
揚
州
惰
文
選
楼
記
」
に
は
以
下
の
如
く
記
す
。

の
こ
と
か
ら
「
配
元
の
文
選
学
に
は
揚
州
惰
文
選
楼
以
前
に
杭
州
に
お
け
る

『
経
籍
纂
詰
』
の
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
な
る
」
仰
と
、
配

元
の
『
経
籍
纂
詰
』
編
纂
の
動
機
に
は
文
選
学
の
影
響
す
る
所
頗
る
大
で

あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
こ
の
文
中
に
あ
る
「
古
文
・
小
学
と
調
賦

元
謂
へ
ら
く
古
人
の
古
文
・
小
撃
は
調
賦
と
源
を
同
じ
く
し
流
れ
を
共

に
す
。
漢
の
相
如
・
子
雲
の
如
き
は
深
く
古
文
・
雅
訓
に
通
ぜ
ざ
る

は
無
し
、
惰
の
時
曹
憲
江
准
の
聞
に
在
り
、
其
の
道
大
い
に
明
ら
か

と
源
を
同
じ
く
し
、
流
れ
を
共
に
す
」
と
い
う
文
言
か
ら
李
貴
生
氏
は
院
元

に
し
て
、
馬
・
揚
の
撃
、
文
選
に
侍
へ
ら
る
。
故
に
曹
憲
既
に
雅
訓

は
小
皐
と
調
賦
が
同
源
で
あ
り
、
こ
の
二
つ
が
密
接
な
関
係
で
あ
る
と
認
識

に
精
し
く
、

又
選
撃
に
精
し
。

一
群
に
侍
へ
、
公
孫
羅
等
、
皆
選
注

有
り
。
李
善
に
至
り
て
其
の
成
を
集
む
。
然
ら
ば
則
ち
曹
・
親
・
公
孫

ま
た
、
李
貴
生
氏
は
こ
の
認
識
は
他
に
「
西
湖
詰
経

精
舎
記
」
に
も
窺
え
る
と
い
う
。
削
こ
の
文
に
は
『
経
籍
纂
詰
』
編
纂
の
主

旨
も
含
ま
れ
る
の
で
、
そ
の
部
分
か
ら
引
用
し
て
み
る
。

し
て
い
た
と
指
摘
し
、

の
注
、
半
ば
李
善
の
注
の
中
に
存
す
。
(
中
略
)
唐
人
の
文
を
属
す
る

に
、
尚
選
撃
に
精
し
、

五
代
の
後
乃
ち
之
を
療
棄
す
。
昭
明
の
選
例

は
、
沈
思
翰
藻
を
以
て
主
と
矯
し
、
経
・
史
・
子
の
三
者
は
皆
選
ば

聖
賢
の
道
は
鰹
に
存
す
。
経
は
詰
に
非
ら
れ
ば
明
ら
か
な
ら
ず
。
漢
人

ざ
る
所
な
り
。
唐
・
宋
の
古
文
は
、
経
・
史
・
子
の
三
者
を
以
て
本

の
詰
は
、
聖
賢
を
去
る
こ
と
尤
も
近
き
と
矯
す
。
之
を
響
へ
れ
ば
越
人

と
属
す
。
然
ら
ば
則
ち
韓
国
家
の
諸
人
の
取
る
所
、

乃
ち
昭
明
の
選

の
語
言
は
、
呉
人
能
く
之
を
排
ず
る
も
、
楚
人
な
ら
ば
則
ち
否
ら
ず
。
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高
曽
の
容
瞳
は
、
祖
父
之
を
見
る
に
及
ぶ
も
、
雲
初
な
ら
ば
則
ち
否
ら

曇
に
戴
東
原
庶
常
・
朱
笥
河
皐
士
、
皆
侍
注
を
纂
集
し
て
以
て
皐
者
に

示
さ
ん
と
欲
す
る
も
、
未
だ
編
を
成
す
に
及
ば
ず
。
吾
師
雲
憂
先
生
、

ず
。
蓋
し
遠
き
者
の
見
聞
は
、
終
に
近
き
者
の
賓
に
若
か
ざ
る
な
り
。

元
少
く
し
て
皐
を
属
し
、
宋
人
よ
り
始
む
。
宋
よ
り
し
て
唐
に
求
め
、

孫
淵
如
編
修
・
朱
少
河
孝
廉
と
共
に
之
を
成
す
も
、
亦
未
だ
果
た
さ

豆
田
・
鶏
に
求
め
、
漢
に
求
め
、
乃
ち
愈
々
其
の
賓
を
得
。
嘗
て
古
人
の

ず
。
先
生
漸
江
に
督
撃
た
る
に
及
び
、
乃
ち
僅
例
を
手
定
し
、
韻
を
逐

凡
そ
二
年
の
久
し

詰
散
じ
て
稽
へ
難
き
を
病
む
な
り
。
漸
江
に
督
撃
た
り
し
時
に
、
諸
生

ひ
て
増
放
し
、
線
て
名
流
を
葉
め
、
分
書
類
輯
し
、

を
西
湖
孤
山
の
麓
に
衆
め
、
経
籍
纂
詰
百
有
八
巻
を
成
す
。

(
中
略
)

き
を
歴
て
、

一
百
十
六
巻
を
編
成
す
。

一
韻
を
展
ベ
て
衆
字
畢
く
備
は

一
訓
を
尋
ね
て
原
書
識
る
可
し
。

漢
の
相
如
・
子
雲
、
百
代
に
文
雄
た
る
者
も
、
亦
凡
将
・
方
言
に
由
り

り

一
字
を
検
し
て
諸
訓
皆
存
し
、

て
、
経
の
詰
に
貫
通
す
。
然
ら
ば
則
ち
鰹
を
舎
け
る
文
は
、
其
の
文
質

所
謂
六
萎
の
鈴
鍵
を
握
り
、
九
流
の
揮
奥
を
廓
く
者
な
り
。

(
中
略
)

無
し
。
詰
を
舎
き
て
鰹
に
求
む
は
、
其
の
賓
な
ら
ず
。
文
を
馬
る
者
、

後
の
是
の
書
を
覧
る
者
、
撃
空
妄
談
の
病
を
去
り
て
、
古
を
考
へ
、
古

尚
以
て
経
の
詰
に
昧
か
る
可
か
ら
ず
。
況
や
聖
賢
の
道
を
や
。
間

人
の
惇
注
を
取
り
て
、
其
の
聾
音
の
理
を
得
。
以
て
其
の
然
る
所
以
を

知
る
も
、
惇
注
の
未
だ
安
か
ら
ざ
る
者
は
、

又
能
く
博
く
前
訓
を
考

るこ
の
ま文
たに
文お
のい
終 γ
わは
旦院
口ー

は 31
E量
相 ;E
如岩
や世
担と
謹訓
等整

ZE 
豪対
もす
訓る
詰信
学頼
にが
精窺
通え

へ
、
以
て
之
を
正
さ
ば
、
古
の
聖
賢
の
著
書
の
本
旨
を
停
ふ
可
く
、
且

つ
吾
師
の
是
の
書
を
纂
す
る
の
意
を
失
せ
ざ
る
に
庶
ら
ん
か
。
凶

し
て
い
た
点
を
記
す
。
李
貴
生
氏
は
こ
の
部
分
を
以
て
院
元
が
『
文
選
』
を

文
献
材
料
と
し
て
軽
視
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
と
述
べ
て
い

る
。
側
つ
ま
り
は
『
文
選
』
も
訓
話
に
お
い
て
貴
重
な
文
献
と
い
う
位
置
づ

け
で
あ
り
、
し
か
も
訓
詰
学
は
文
章
を
作
る
点
で
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
と

こ
れ
を
み
る
と
経
解
の
点
ば
か
り
強
調
さ
れ
作
文
の
点
か
ら
の
言
及
は
な
い
。

と
も
あ
れ
『
経
籍
纂
詰
』
は
古
訓
を
調
べ
る
に
便
で
あ
り
、
字
書
と
し
て
も
機

能
し
、
利
用
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
当
然
で
あ
る
が
梁
啓
超
が
「
古
訓
を
調
べ

い
う
認
識
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
『
経
籍
纂
詰
』
に
は
経

る
に
は
便
利
な
類
書
で
あ
り
、
韻
に
よ
っ
て
編
次
し
て
い
る
が
、
目
的
は
韻

学
の
研
究
で
は
な
い
」
聞
と
い
う
よ
う
に
古
韻
学
そ
の
も
の
を
研
究
発
展
さ

せ
る
と
い
っ
た
よ
う
な
性
質
の
書
物
で
は
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

解
の
み
な
ら
ず
、
作
文
の
見
地
か
ら
の
利
用
も
意
図
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
院
元
の
弟
子
で
あ
る
王
引
之
の

「
経
籍
纂
詰
序
」
に
記
す
所

は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

次
に
院
元
の
文
章
論
が
一
体
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
み
て
い

く
。
こ
こ
で
賛
言
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
院
元
は
道
光
期
の
耕
体
文
の
大
家
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そ
の
餅
体
文
に
対
す
る
文
章
論
は
有
名
な
「
文
言
論
」
・
「
文
韻

孔
子
用
韻
比
偶
の
法
を
以
て
、
其
の
言
を
錯
綜
し
て
、
自
ら
名
け
て

で
あ
る
。

論
」
に
顕
著
に
表
明
さ
れ
て
い
る
。
先
ず
「
文
言
論
」
に
述
べ
る
所
を
見
て

文
と
日
ふ
。
何
ぞ
後
人
の
必
ず
孔
子
の
道
に
反
し
て
、
自
ら
命
じ
て

い
く
。

文
と
日
ひ
、

E
つ
之
を
尊
び
て
古
と
日
は
ん
と
欲
す
る
や
。
側

古
人
簡
策
を
以
て
事
を
侍
ふ
る
者
少
な
く
、

口
舌
を
以
て
事
を
停
ふ
る

院
元
は
『
易
経
』
の
孔
子
作
と
い
わ
れ
る
「
文
言
伝
」
を
以
て
文
章
の
祖
で

者
多
し
。
目
を
以
て
事
を
治
む
る
者
少
な
く
、

口
耳
を
以
て
事
を
治
む

あ
る
と
述
べ
、

そ
の
修
辞
法
で
あ
る
韻
と
偶
を
用
い
た
も
の
こ
そ
文
章
で
あ

る
者
多
し
。
故
に
同
に
一
言
を
属
す
も
、
轄
じ
て
相
語
を
告
げ
て
、
必

る
と
い
う
。

つ
ま
り
、
た
だ
単
に
千
言
寓
字
書
き
綴
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ

ず
懲
誤
有
り
。
是
れ
必
ず
其
の
調
を
寡
く
し
、
其
の
音
を
協
せ
、
以
て

は
文
章
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
韻
と
偶
を
用
い
る
文
は
当
然
の
帰
結
と

く其
の
且言
つを
方文
言り

俗人
語を
をし
其て
の詞
間請
にし
雑易
会く
h 、

長i
r長
っす
し る
む v

れ℃
ば集

し
て
耕
体
文
と
な
る
。
続
い
て

「
文
韻
論
」
に
お
け
る
院
元
の
耕
文
論
を
み

る
こ
と
に
す
る
。
文
は
息
子
の
院
福
と
の
問
答
の
形
を
と
っ
て
い
る
。

始
め
て
能
く
意
を
達
し
、
始
め
て
能
く
遠
く
に
行
は
る
。
此
れ
孔
子
易

に
於
い
て
文
言
の
編
を
著
す
所
以
な
り
。
古
人
の
歌
詩
・
蔵
銘
・
諺

語
、
凡
そ
有
韻
の
文
は
、
皆
此
の
道
な
り
。
爾
雅
稗
訓
は
訓
蒙
を
主
と

福
岡
ふ
て
日
く
、
文
心
雌
龍
に
今
の
常
言
に
、
文
有
り
筆
有
り
、
以
て

無
韻
の
者
は
筆
な
り
、
有
韻
の
者
は
文
な
り
と
属
す
と
云
ふ
。
此
れ
に

し
、
子
子
孫
孫
以
下
、
韻
を
用
ひ
る
者
三
十
二
候
な
る
も
、
亦
此
の

擦
れ
ば
、
則
ち
梁
の
時
の
恒
言
に
有
韻
の
者
は
、
乃
ち
之
を
文
と
謂
ふ

道
な
り
。
孔
子
乾
坤
の
言
に
於
い
て
、
自
ら
名
け
て
文
と
日
ふ
、
此
れ

可
き
も
、
昭
明
の
文
選
に
選
ぶ
所
の
文
は
韻
脚
を
押
ま
ざ
る
者
甚
だ
多

し
、
何
ぞ
や
。

千
古
文
章
の
祖
な
り
。
文
章
を
属
す
者
、
音
を
協
せ
以
て
韻
を
成
し
、

日
く
、
梁
の
時
の
恒
言
の
所
謂
韻
と
は
、
固
よ
り
韻
脚

調
を
修
め
以
て
遠
き
に
達
し
、
人
を
し
て
請
し
易
く
記
し
易
か
ら
し
む

を
押
む
を
指
す
も
、
亦
兼
ね
て
章
句
中
の
音
韻
を
謂
ふ
。
即
ち
古
人
の

る
こ
と
に
務
め
ず
し
て
、
惟
軍
行
の
語
を
以
て
従
横
恋
捧
し
、
動
も
す

れ
ば
輔
ち
千
言
寓
字
、
此
れ
乃
ち
古
人
の
所
謂
直
言
の
言
・
論
難
の

言
ふ
所
の
宮
羽
、
近
人
の
平
灰
な
り
。
福
田
く
、
唐
人
の
四
六
の
平
灰

は
、
梁
以
前
に
論
ず
る
所
に
非
ざ
る
に
似
た
り
。

日
く
、
此
れ
然
ら

語
を
知
ら
ず
、
言
の
文
有
る
者
に
非
る
な
り
、
孔
子
の
所
謂
文
に
非
る

な
り
。
文
言
の
数
百
字
は
、
幾
ど
句
句
に
於
い
て
韻
を
用
ふ
。
(
中
略
)

ず。揚
、
詠
嘆
聾
情
、
皆
音
韻
宮
羽
に
合
す
る
者
有
り
。
詩
・
騒
而
後
、
皆

八
代
韻
を
押
ま
ざ
る
の
文
は
、
其
の
中
に
奇
偶
相
生
じ
、
頓
挫
抑

然
ら
ば
則
ち
千
古
の
文
は
、
孔
子
の
易
を
言
ふ
よ
り
大
な
る
は
無
し
。

然
ら
ざ
る
は
莫
し
。
(
中
略
)
是
を
以
て
聾
韻
流
蝿
愛
し
て
四
六
と
成
る
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も
、
亦
祇
章
句
中
の
平
灰
を
論
ず
れ
ば
、
復
た
脚
韻
を
押
む
こ
と
有
ら

る
な
り
。
間

ざ
る
な
り
。

四
六
は
乃
ち
有
韻
文
の
極
致
に
し
て
、
之
れ
を
謂
ひ
て
無

韻
の
文
と
属
す
を
得
ざ
る
な
り
。
昭
明
の
選
ぶ
所
の
韻
脚
を
押
ま
ざ
る

の
文
は
、
本
よ
り
皆
奇
偶
相
生
じ
、
聾
音
有
る
者
は
、
所
謂
韻
な
り
。

「
文
韻
論
」

の
発
言
は
前
の

「文
4

一
一
口
論
」
を
さ
ら
に
敷
街
す
る
内
容
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
院
福
が
『
文
心
雌
龍
』
に
あ
る
「
無
韻
は
筆
な
り
、
有
韻

休
文
の
斡
り
て
細
川
め
て
獲
る
と
属
す
所
の
者
は
、
漢
・
親
の
音
韻
は
、

は
文
な
り
」
を
引
き
、
『
文
選
』
に
韻
を
押
ま
な
い
文
が
多
い
の
は
な
ぜ
か
。

乃
ち
無
心
に
暗
合
す
と
謂
ふ
も
、
休
文
の
音
韻
は
、
乃
ち
多
く
意
匠
に

と
い
う
質
問
に
対
し
て
答
え
た
も
の
で
あ
る
。
近
藤
光
男
氏
に
よ
る
と
院
元

出
づ
る
な
り
。
宣
に
漢
・
規
以
来
の
音
韻
は
、
其
の
本
原
を
湖
れ
ば
、

は
無
韻
と
は
韻
律
に
協
わ
な
い
も
の
、
有
韻
は
韻
律
に
協
う
も
の
と
し
て
い

る
側
と
い
う
。
そ
し
て
『
文
選
』
は
韻
律
に
協
っ
た
文
を
採
録
し
て
い
る
と

判
断
す
る
。
所
謂
文
の
淵
源
は
「
文
言
伝
」
に
あ
る
と
い
い
、
文
章
と
は
餅
体

亦
久
し
く
鰹
よ
り
出
づ
る
を
知
ら
ん
や
。
孔
子
自
ら
其
の
易
を
言
ふ
も

の
を
名
け
て
文
と
日
ふ
。
此
れ
千
古
の
文
章
の
祖
な
り
。
文
言
は
固
よ

り
韻
有
り
、
而
し
て
亦
平
灰
聾
音
有
り
。
(
中
略
)
綜
べ
て
之
を
論
ず

れ
ば
、
凡
そ
文
章
は
聾
に
在
り
て
は
宮
商
を
矯
し
、
色
に
在
り
て
は
翰

藻
を
属
す
。
即
ち
孔
子
文
4

一
一
口
の
雲
龍
風
虎
の
一
節
の
知
き
は
、
乃
ち
千

古
宮
商
翰
藻
奇
偶
の
祖
、

文
を
以
て
正
統
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
も
唐
時
代
の
餅
体
の
模
倣
は
容
易
で

あ
る
が
、
漢
・
貌
以
上
の
時
代
の
模
倣
は
至
難
で
あ
る
と
述
べ
る
。
こ
こ
で
興

味
深
い
の
は
院
元
の
餅
体
文
の
製
作
者
と
し
て
の
視
点
か
ら
述
べ
る
、
漢
・

一
朝
一
夕
の
故
に
非
ず
の
一
節
は
、
乃
ち
千

現
以
上
の
文
体
の
模
倣
に
つ
い
て
の
発
言
で
あ
る
。
こ
れ
が
卑
東
刊
改
事
件

古
嵯
歎
成
文
の
祖
、
子
夏
の
詩
序
の
情
文
聾
音
の
一
節
は
、
乃
ち
千
古

の
動
機
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
男
東
刊
改
の
原

聾
韻
性
情
排
偶
の
祖
な
り
。
五
ロ
故
に
日
く
、
韻
と
は
即
ち
聾
音
な
り
、

聾
音
は
即
ち
文
な
り
。
然
ら
ば
則
ち
今
の
人
の
便
と
す
る
所
の
車
行

因
は
院
元
の
文
章
観
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

の
文
、
其
の
奥
折
奔
放
を
極
め
る
者
は
、
乃
ち
古
の
筆
に
し
て
、
古
の

三
、
何
故
院
元
は
耳
東
刊
改
を
行
お
う
と
し
た
の
か

文
に
非
ざ
る
な
り
。
沈
約
の
説
、
或
ひ
は
横
に
指
さ
し
て
八
代
の
衰
瞳

と
属
す
可
き
も
、
孔
子
・
子
夏
の
文
瞳
、
宣
に
亦
衰
へ
ん
や
。
是
の
故

再
び
こ
こ
で
卑
東
刊
改
の
問
題
に
立
ち
戻
る
。
院
元
が
こ
の
作
業
を
行
う

に
唐
人
の
四
六
の
音
韻
は
、
愚
者
と
雄
も
能
く
之
を
穀
ふ
も
、

上
は

に
あ
た
り
、
最
初
に
依
頼
し
た
の
は
呉
蘭
修
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
述
し
た
。

杏
・
梁
に
糊
り
て
は
、
中
材
己
に
限
る
所
あ
り
、
漢
・
親
以
上
よ
り
、

そ
し
て
こ
の
問
題
に
関
し
て
必
ず
言
及
さ
れ
る
の
が
、
『
翠
経
室
続
集
』
三

巻
の
収
載
さ
れ
る
「
与
学
海
堂
呉
学
博
蘭
修
書
」
で
あ
る
。
こ
の
書
簡
に
は

孔
・
卜
に
至
る
が
若
き
は
、
此
れ
上
哲
に
非
ざ
れ
ば
擬
す
る
能
は
ざ



(若松)210 院元の卑東刊改問題について

院
元
の
意
図
が
明
瞭
で
あ
る
た
め
敢
え
て
全
文
を
妙
出
し
て
み
る
。
(
)
内

騒
を
極
め
、
豪
苦
を
剖
析
す
。
但
に
段
氏
よ
り
密
な
る
の
み
な
ら
ず
、

更
に
陸
氏
よ
り
密
な
る
者
有
り
。
予
屡
慶
韻
に
併
せ
る
に
古
韻
分
部

は
注
の
文
で
あ
る
。

を
以
て
し
、
漢
以
上
の
文
章
節
賦
を
擬
す
る
者
に
於
い
て
取
り
て
之
を

用
ふ
る
に
便
な
ら
し
め
ん
と
欲
す
る
も
、
未
だ
之
が
計
を
属
す
に
暇
あ

陸
濠
言
等
の
四
聾
韻
を
定
め
、
二
百
六
韻
と
属
し
て
後
よ
り
、
唐
人
詩

賦
を
作
り
、
窄
を
井
せ
て
寛
と
馬
し
、
沿
ひ
て
今
に
至
ま
で
紙
一
百
六

ら
ざ
る
に
迄
る
。
拳
海
堂
中
年
兄
、
深
く
古
音
を
撃
す
。
易
ぞ
段
氏
に
就

韻
の
み
。
今
韻
を
以
て
今
の
詩
文
を
震
る
は
則
ち
可
な
り
。
若
し
古
詩

き
て
之
を
精
審
し
て
進
み
て
王
氏
の
撃
を
以
て
せ
ざ
る
や
。
定
め
て
古

賦
を
作
り
て
今
韻
を
用
ひ
る
は
、
今
な
ら
ず
古
な
ら
ず
、
識
者
之
を
晒

は
ん
。
唐
・
宋
に
至
り
て
以
来
、
濁
用
適
用
、
浅
人
の
属
す
所
、
己
に

韻
廿
一
部
を
矯
さ
ば
、
華
経
・
楚
併
を
以
て
之
を
根
抵
と
属
し
、
之
を

園
範
と
馬
さ
ば
、
隔
部
臆
用
の
謬
無
き
に
庶
ら
ん
か
。
或
ひ
と
日
く
、
漢

依
操
鮮
し
。
或
ひ
は
且
つ
臆
ふ
に
時
俗
の
土
音
を
以
し
、
動
も
す
れ
ば

音
の
文
章
の
韻
、
己
に
此
の
圃
範
よ
り
出
づ
る
者
有
ら
ば
、
奈
何
ぞ
此

甑
ち
凱
用
す
る
は
、
直
に
元
人
の
劇
曲
の
韻
を
以
て
す
る
に
似
た
り
。

唐
人
に
擬
し
て
律
賦
を
嬬
ら
ん
と
す
れ
ば
、
更
に
今
の
一
百
六
韻
に
知

か
ざ
る
な
り
。
量
に
音
韻
・
家
文
・
訓
話
に
明
ら
か
な
ら
ず
し
て
、
能

れ
を
以
て
之
を
限
ら
ん
。
答
へ
て
日
く
、
漢
・
菅
の
文
章
、
杏
・
梁
の
韻

は
、
寛
な
り
と
雄
も
、
之
・
支
・
脂
等
の
韻
は
、
未
だ
曾
て
通
雑
せ
ず
。

若
し
漢
・
晋
の
文
僻
を
拳
び
て
、
更
に
能
く
此
の
漢
・
晋
以
上
の
韻
を

く
上
は
相
如
・
子
雲
に
擬
す
る
者
有
ら
ん
や
。
(
即
ち
昌
禦
の
進
撃
解

謹
守
し
、
法
を
上
に
取
り
、
乱
韻
を
接
め
、
之
を
正
し
き
に
反
へ
さ
ば
、

の
韻
の
知
き
は
、
無
法
を
臆
用
す
。
世
に
其
の
謬
を
知
る
者
宰
な
り
)

然
ら
ば
則
ち
牌
に
奈
何
に
せ
ん
と
す
。
因
り
て
古
韻
の
分
合
を
思
へ

更
に
善
か
ら
ず
や
。
況
や
今
韻
一
百
六
韻
を
以
て
、
井
せ
て
廿
一
部
と

属
す
を
や
。
己
に
寛
の
至
り
な
り
。
皐
者
も
亦
何
ぞ
俸
り
て
此
の
韻
を

ば
、
近
ご
ろ
は
惟
金
壇
の
段
氏
若
庸
の
六
書
音
均
表
十
七
部
の
み
善

用
い
ざ
ら
ん
や
。
年
兄
再
び
堂
中
の
林
・
曾
・
楊
の
諸
子
と
商
権
寓
定

と
属
す
。
之
・
脂
・
支
・
晴
の
四
韻
の
如
き
は
、
唐
人
皆
井
せ
て
四
支

合
用
と
属
す
。
執
か
華
経
・
楚
僻
皆
三
部
を
分
断
し
、
絶
へ
て
相
混
は

す
る
こ
と
を
試
み
よ
。
(
即
ち
廿
一
部
の
至
・
質
の
知
き
は
、
須
ら
く
各

字
を
牌
ひ
提
摘
し
て
出
し
て
、
彼
の
韻
の
字
を
耐
去
す
べ
し
)
即
ち
堂

ら
せ
ず
、
文
選
も
亦
分
ち
て
通
用
せ
ざ
る
を
知
ら
ん
や
。
高
郵
の
王
懐

祖
先
生
、
六
書
の
音
韻
を
精
研
し
、
古
音
の
一
書
を
著
さ
ん
と
欲
す

中
の
莱
板
に
在
り
て
帳
を
成
す
ベ
し
。
数
寓
の
大
字
に
過
ぎ
ざ
れ
ば
、

即
ち
皐
古
の
士
に
嘉
恵
す
ぺ
し
。
予
老
い
る
と
雄
も
亦
之
を
観
る
こ
と

を
得
る
を
梁
み
、
且
つ
家
郷
の
子
弟
に
分
受
せ
ん
。
庚
寅
閏
月
。
側

も
、
段
氏
の
成
書
に
因
り
て
、
遂
に
筆
を
綴
む
。
(
余
三
十
年
前
即
ち

此
の
論
を
聞
く
)
然
れ
ど
も
其
の
廿
一
部
に
分
つ
は
、
甑
め
て
詩
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こ
の
書
簡
は
庚
寅
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
道
光
十
年
に
記
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か

り
」
と
い
う
考
え
か
ら
こ
れ
を
「
擬
す
る
」
こ
と
が
実
践
可
能
で
あ
る
と
す

る
。
「
与
王
伯
申
書
二
」
よ
り
二
年
前
で
あ
る
。
ま
た
陳
鴻
森
氏
の

「
院
元

る
方
法
を
模
索
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

寧
経
室
遺
文
輯
存
」
に
は
王
献
唐
著
『
顧
黄
書
寮
雑
録
』
所
収
の

七
古
音
序
」
を
収
録
し
て
い
る
。
側
「
段
氏
十
七
古
音
序
」
の
主
旨
は
「
与
学

海
堂
呉
学
蘭
修
書
」
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
書
簡
が
道
光
九
年
の

「
段
氏
十

こ
の
「
与
学
海
堂
呉
学
博
蘭
修
書
」
に
述
べ
ら
れ
た
院
元
の
意
図
に
関
し

て
陳
鴻
森
氏
は
「
与
王
伯
申
書
一
ご
に
お
い
て
院
元
が
「
十
日
に
し
て
即
ち

成
る
」
と
記
し
た
こ
と
か
ら
、
あ
ま
り
重
視
し
て
お
ら
ず
、
単
に
漢
代
以
上

の
文
章
を
模
作
す
る
た
め
だ
け
の
俗
学
の
よ
う
な
書
と
捉
え
て
い
る
。

ω
逆

に
李
貴
生
氏
は
院
元
の
議
論
は
現
在
か
ら
み
る
と
迂
遠
で
あ
る
こ
と
は
免
れ

作
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
配
元
が
王
念
孫
の

「
古
音
二
十
一
部
」
を
入
手
す
る

以
前
は
段
玉
裁
の
「
十
七
部
」
を
以
て
こ
の
企
て
が
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で

き
る
。
側
「
与
学
海
堂
呉
学
博
蘭
修
書
」
の
内
容
を
み
る
と
「
今
韻
を
以
て
今

な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
思
想
は
当
時
の
考
証
学
者
の
考
古
求
実
精
神
の
一
種

の
詩
文
を
罵
る
は
則
ち
可
な
り
。
若
し
古
詩
賦
を
作
り
て
今
韻
を
用
い
る

は
、
今
な
ら
ず
古
な
ら
ず
、
識
者
之
を
晒
は
ん
」
と
あ
る
よ
う
に
、
院
元
も

の
体
現
で
あ
る
と
い
い
、
ま
た
考
証
学
を
文
学
の
範
曜
に
ま
で
貫
徹
し
よ
う

と
し
た
、
と
述
べ
る
。
聞
配
元
に
と
っ
て
「
古
韻
二
十
一
部
」
の
基
づ
く
韻

書
の
出
版
は
、
李
貴
生
氏
の
指
摘
す
る
が
如
く
清
代
考
拠
に
よ
る
古
韻
学
を

上
古
音
と
中
古
音
の
相
違
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

で
は
院
元
は

何
故
敢
え
て
後
世
卑
東
刊
改
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
問
題
を
お
こ
し
た
の
で
あ

基
盤
と
し
た
文
学
的
営
為
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
院
元
の
『
寧

そ
れ
は
こ
の
書
簡
に
あ
る
よ
う
に
段
玉
裁
の

王
念
孫
の
「
古
音
廿
一
部
」
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
古
韻
の
音
韻
体
系
を

経
室
集
』
の
自
序
に
は
以
下
の
如
く
記
し
て
い
る
。

ろ
う
か
。

「
六
書
音
均
表
」
、

「
予
屡
贋
韻
に
併
せ
る
に
古
韻
分
部
を
以
て
し
、
漢
以
上
の
文
章

余
三
十
年
以
来
、
説
経
・
記
事
、
之
を
書
に
筆
せ
ざ
る
能
は
ず
。
然
れ

応
用
し
、

す齢
」賦

とを
記擬
すす
知る
く、者

署長
1 、 v~

竪七
削取
の り
茎て
Z喜
護軍
需刊 d、
存竺

Z量
たな
め b
にし
ほめ
かん
なと
ら欲

ど
も
其
の
文
選
の
序
の
如
く
所
謂
事
は
沈
思
に
出
で
、
義
は
翰
藻
に
踊

す
る
者
を
求
む
る
も
甚
だ
鮮
し
。
是
れ
之
を
文
を
属
す
と
稽
す
る
を
得

な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
書
物
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
文
章
製
作
者
は
古

ざ
る
な
り
。
今
余
年
六
十
に
届
く
。
自
ら
奮
峡
を
取
り
、
児
子
輩
に
授

韻
を
正
確
に
理
解
し
、

E
つ
韻
律
や
押
韻
に
お
い
て
も
、

よ
り
完
全
に
漢
以

け
重
ね
て
編
し
之
を
寓
さ
し
む
。
分
ち
て
四
集
と
属
し
、
其
の
一
は
則

前
の
音
韻
体
系
に
基
づ
く
文
章
を
製
作
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
判
断
し

ち
説
経
の
作
、
買
・
邪
の
義
疏
に
擬
す
る
も
、

己
に
僧
と
云
へ
り
、
十

「
漢
・
親
以
上
よ

四
巻
。
其
の
二
は
則
ち
史
の
作
に
近
し
、
八
巻
。
其
の
三
は
則
ち
子
の

た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
院
元
は
「
文
韻
論
」

に
お
け
る

り
、
孔
・
卜
に
至
る
が
若
き
は
、
此
れ
上
哲
に
非
れ
ば
擬
す
る
能
は
ざ
る
な

五
巻
。

凡
そ
四
庫
の
書
の
史
・
子
の
雨
途
に
出
づ
る
者

作
に
近
し
、
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は
、
皆
之
に
属
し
、
之
を
無
文
と
言
ひ
、
惟
其
の
事
を
紀
し
て
、
其
の

韻
』
を
そ
の
ま
ま
に
古
音
に
組
み
入
れ
よ
う
と
す
る
無
謀
さ
へ
の
批
判
が
含

意
を
達
す
る
の
み
。
其
の
四
は
則
ち
御
試
の
賦
及
び
耕
瞳
有
韻
の
作
、

ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
王
国
維
が
院
元
を
「
全
く
無
知
で
あ
る
(
全
属
憤

憤
)
」
と
し
た
見
解
と
重
な
る
」
側
と
あ
る
。
し
か
も
方
東
樹
は
「
今
の
用
に

施
さ
ん
と
欲
す
る
に
非
ず
」
と
あ
る
よ
う
に
配
元
の
意
図
を
正
確
に
見
抜
い

或
ひ
は
古
人
の
所
謂
文
に
近
き
者
有
る
か
。
然
れ
ど
も
其
の
格
も
亦
己

に
卑
し
、

凡
そ
二
巻
。
附

た
上
で
曽
剣
に
忠
告
し
て
お
り
、
他
の
多
く
の
人
々
も
概
ね
こ
の
よ
う
な
見

「
古
人
の
所
謂
文
に
近
き
も
の
有
る
か
」
と
い
う
文
言
は
謙

解
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
を
み
る
と

遜
と
も
と
れ
る
が
、
院
元
が
何
知
に
文
章
に
意
を
用
い
、

よ
り
完
壁
な
有
韻

院
元
の
依
頼
に
対
し
曽
剣
は
有
名
な
道
光
十
五
年
の
院
元
宛
書
簡
「
院
雲

餅
体
の
文
章
を
目
指
し
て
い
た
か
が
理
解
で
き
る
。

台
相
国
に
上
る
書
」
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

呉
蘭
修
が
こ
の
依
頼
を
果
た
せ
な
か
っ
た
た
め
、
曽
創
が
こ
の
事
業
を
請

け
負
う
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
前
述
し
た
。
此
の
時
曽
創
の
友
人
で
あ
っ
た

秋
伸
、
李
孝
廉
能
定
京
師
よ
り
還
り
、
江
君
の
韻
書
・
王
氏
の
二
十
一

部
韻
表
を
頒
護
し
、
井
せ
て
二
十
一
部
韻
稿
本
を
榔
回
す
る
に
奉
到

す
。
訓
諒
詩
語
、
感
侃
に
勝
へ
ず
。

m

方
東
樹
は
曽
剣
に
次
の
よ
う
に
忠
告
し
て
い
る
。

儀
徴
の
院
相
園
深
く
其
の
説
を
題
と
し
、
因
り
て
吾
友
南
海
の
曾
君
勉

士
に
属
し
て
、
其
の
類
例
に
依
り
て
二
十
一
部
古
韻
を
作
ら
し
む
。
余

こ
れ
を
み
る
と
曽
剣
は
こ
の
時
点
で
稿
本
を
作
成
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

聞
き
て
之
を
疑
ひ
、
吾
友
に
誌
げ
て
日
く
、
凡
そ
古
音
を
求
む
る
所
以

る
。
こ
こ
に
あ
る
「
王
氏
の
二
十
一
部
表
」
に
つ
い
て
は
、
演
口
氏
は
こ
れ

を
王
念
孫
の
「
二
十
一
部
韻
表
」
と
し
側
、
陳
鴻
森
氏
は
既
に
刊
行
さ
れ
て

い
た
王
梓
材
の
「
二
十
一
部
韻
表
」
と
し
て
い
る
。
側
が
ど
ち
ら
で
あ
る
か

は
判
然
と
し
な
い
。
陳
鴻
森
氏
の
指
摘
す
る
所
に
よ
れ
ば
、
年
代
は
不
明
で

の
者
は
、
牌
に
以
て
古
経
の
音
を
誼
せ
ん
と
し
て
、
以
て
今
の
用
に
施

さ
ん
と
欲
す
る
に
非
ず
。
有
く
も
鰹
の
音
既
に
得
れ
ば
則
ち
止
む
。
必

ず
し
も
古
を
尊
び
て
今
を
卑
し
む
る
に
非
ざ
る
も
、
持
き
を
以
て
有
く

も
難
し
と
揺
す
な
り
。
間

あ
る
が
「
段
氏
十
七
部
古
音
序
」

の
後
の
識
語
に
お
い
て
二
十
一
部
が
完
成

方
東
樹
が
何
故
曽
剣
に
こ
の
よ
う
な
忠
告
を
し
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い

し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
十
七
部
で
も
十
分
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
側
結
局
こ
の
一
連
の
事
業
は
院
元
の
熱
意
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
完
成
す

て
、
漬
口
氏
に
よ
る
と

「
古
音
分
部
と
の
体
系
の
差
異
に
無
自
覚
に
『
広

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
陳
鴻
森
氏
は
そ
の
熱
意
の
減
退
の
原
因
を
院
元
の
老
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齢
に
よ
る
も
の
と
し
て
い
る
。
削
し
か
し
、
こ
と
の
成
否
は
と
も
か
く
、
こ

は
文
学
鑑
賞
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
文
章
製
作
者
と
し
て
の
力
量
が
要
求
さ
れ

れ
に
よ
り
結
果
と
し
て
後
世
院
元
は
古
韻
に
関
し
て
全
く
無
知
で
あ
る
、

る
の
は
当
然
で
あ
る
。
要
す
る
に
院
元
は

「
文
韻
論
」
に
述
べ
る

「
宣
に

と

い
う
評
価
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

漢
・
規
以
来
の
音
韻
は
、
其
の
本
源
を
湖
れ
ば
、
亦
経
よ
り
出
づ
る
を
知
ら

ん
や
」
と
い
う
認
識
の
本
に
、

「
与
学
海
堂
呉
学
博
蘭
修
書
」
に
「
漢
以
上

お
わ
り
に

の
文
章
辞
賦
を
擬
す
る
者
に
於
い
て
取
り
て
之
を
用
う
に
便
な
ら
し
め
ん
と

欲
す
」
ま
た
「
若
し
晋
・
漢
の
文
辞
を
学
び
て
、
更
に
能
く
漢
・
晋
以
上
の

以
上
所
謂
卑
東
刊
改
の
顛
末
を
概
観
し
て
み
た
が
、
前
述
し
た
道
光
十
年

韻
を
謹
守
し
、
法
を
上
に
取
り
、
乱
韻
を
按
め
、
之
を
正
し
き
に
反
せ
ば
、

「
与
学
海
堂
呉
学
博
蘭
修
書
」
に
お
い
て

「
今
韻
を
以
て
今
の
詩
文
を
矯

更
に
善
か
ら
ず
や
」
と
述
べ
る
如
く
、
古
韻
学
を
応
用
し
て
よ
り
古
形
の
有

韻
の
文
章
製
作
を
目
指
し
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
従
っ
て
卑
東
刊
改
の
問

のる
は
則
ち
可
な
り
。
若
し
古
詩
賦
を
作
り
て
今
韻
を
用
い
る
は
、
今
な
ら
ず

古
な
ら
ず
。
識
者
之
を
晒
は
ん
」
と
あ
り
、

ま
た
「
段
氏
十
七
部
古
音
序
」

に
も
ほ
ぼ
同
様
の
文
言
が
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
王
国
維
の
言
う
如
く

題
は
配
元
の
古
韻
に
対
す
る
無
知
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
院
元
の
文
学
的

視
座
に
よ
り
生
起
し
た
問
罵
た
と
考
え
ら
れ
る
。

院
元
は
古
韻
学
に
全
く
無
知
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
む
し
ろ
古
韻
学

に
対
し
て
あ
る
概
ね
理
解
し
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注

そ
れ
は
「
武
進
張
氏
譜
声
譜
序
」
に
お
け
る
院
元
の
発
言
が
、
道
光
十
三
年

以
降
道
光
十
七
年
ま
で
の
期
間
に
「
古
韻
二
十
一
部
」

の
理
解
を
深
め
た
と

(
1
)
陳
鴻
森

「
院
元
刊
刻
《
古
韻
廿
一
部
》
相
関
故
賓
排
正
兼
論
《
経

む
し
ろ
配
元
の
従
来
よ
り
の
古
韻
に
お
け
る
理
解
の
程
度
を
示

義
述
聞
》
作
者
疑
案
」
『
中
央
研
究
院
歴
史
言
語
研
究
所
集
刊
』
第
七

「
然
則
王
・
庇
二

す
る
よ
り
、

唆
す
る
も
の
と
考
え
る
の
が
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

つ
ま
り
配
元
は
古

十
/、

第
三
分
所
収

二
O
O
五
年

四
四
七
頁

韻
学
を
理
解
し
な
が
ら
も
、
敢
え
て
卑
東
刊
改
の
挙
に
及
ん
だ
。
そ
こ
に
は

純
粋
な
る
古
韻
学
と
は
別
に
、
院
元
の
『
文
選
』
に
依
拠
す
る
文
学
者
と
し

氏
、
終
王
念
孫
之
世
、
寛
不
知
其
古
韻
分
部
道
光
元
年
己
改
分
二
十
二

部
」
と
あ
り
、
院
元
・
王
引
之
は
最
晩
年
に
王
念
孫
が
、
古
韻
二
十
一

て
の
思
想
的
立
場
が
そ
う
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
餅
体
文
の
文
章
家
で
あ

部
か
ら
二
十
二
部
に
改
め
た
の
を
知
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。

「
文
言
論
」
・
「
文
韻
論
」
を
み
る
と
、

る
院
元
の
文
章
論
で
あ
る

そ
の
立
場

が
よ
り
明
瞭
に
看
取
さ
れ
る
。
賛
言
す
る
ま
で
も
な
い
が
当
時
の
文
学
研
究

(
2
)
羅
振
玉

『
羅
雪
堂
先
生
全
集
』
五
編
(
十
一
二
)

台
湾

大
通
書
局
有
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限
公
司

(
3
)
陳
鴻
森

「
院
元
輿
王
引
之
書
九
通
考
稗
」
『
中
国
典
籍
輿
文
化
論
叢
』

(
8
)
陳

鴻

森

二

六

O
頁
「
冬
半
接
京
中
来
書
、
知
墓
銘
己

収
到
、
冬
間
想
己
到
家
郷
失
。
頃
接
卑
中
曽
剣
書
、
知
廿
一
部
古
韻
己

上
板
、
冬
初
前
有
等
語
、
然
則
前
書
欲
在
揚
男
刻
者
不
必
失
。
曽
公
書

内
又
云
如
風
・
克
等
字
亦
須
提
出
、
究
不
知
其
所
提
者
若
干
字
也
」

一
九
七
六
年

五
五
六
一
頁
・
五
五
七
三

i
五
五
七
四
頁

前
掲
論
文

第
八
輯
所
収

二
O
O五
年

二
四
九
頁
・
二
六

O
頁

(
4
)
陳
鴻
森
前
掲
論
文
二
四
九
頁
「
古
韻
廿
一
部
刻
字
之
事
、
若
元

在
卑
。
十
日
即
成
、
而
至
今
杏
然
。
呉
蘭
修
排
事
有
名
疲
緩
、
亦
不
催

之
失
。
堂
中
経
解
、
若
非
夏
道
奥
厚
民
緊
緊
催
排
、
必
致
中
綴
(
夏
升

去
、
即
無
人
可
出
力
、
巧
巧
刻
完
即
升
)
。
因
年
兄
大
人
此
時
居
郷
無

事
、
何
不
賂
慶
韻
取
出
、
送
一
教
館
之
人
令
其
排
寓
(
字
要
似
贋
韻
大

字
之
大
)
、
特
須
至
・
祭
等
一
一
指
示
耳
。
車
寓
大
字
、
不
寓
小
字
、

不
過
数
寓
字
、
寝
成
、
交
舎
下
刻
之
甚
易
、
舎
下
管
事
者
張
茂
才
(
鶴

書
、
競
琴
堂
)
舎
親
、
付
之
即
可
刻
也
」

(
9
)
陳
鴻
森

「
院
元
刊
刻
《
古
韻
廿
一
部
》
相
関
古
賓
排
正
|
兼
論
《
経

義
述
聞
》
作
者
疑
案
」

一
三
六
頁

(
印
)
王
国
維

『
観
堂
集
林
』
巻
第
八

中
華
書
局

一
九
九
九
年

四
O 

四
1
四
O
五
頁
「
先
生
諸
韻
譜
中
、
最
切
要
者
為
説
文
譜
聾
譜
。
先

生
恒
奉
以
示
人
、
致
李
許
粛
方
伯
書
中
、
所
録
至
・
祭
二
部
及
侯
部
入

聾
表
、
即
自
此
譜
中
摘
出
者
也
。
後
以
定
稿
寄
院
文
達
公
於
慶
束
。
故

遺
書
中
僅
有
初
稿
、
雄
二
十
一
部
完
具
、
然
所
録
許
書
字
不
過
二
十
分

之
一
而
己
。
此
書
文
達
在
卑
東
時
擬
為
刊
行
、
未
幾
去
卑
、
而
稿
本
尚

(
5
)
王
念
孫
等
撰

江
蘇
古
籍
出
版

二
O
O
O年

留
撃
海
堂
。
文
達
於
嘉
慶
乙
丑
由
雲
南
致
文
簡
云
(
中
略
)
此
書
卑
中

刻
成
輿
否
、
睡
不
可
知
、
即
令
刻
成
。
乃
任
不
知
此
皐
之
人
、
持
表
中

諸
字
任
意
出
入
、
不
如
不
刻
之
為
愈
。
可
知
文
達
於
此
事
全
属
憤
憤
。

不
知
文
簡
得
此
書
知
何
作
答
也
。
文
第
一
札
新
勘
文
簡
牌
贋
韻
取
出
、

令
一
教
館
之
人
排
寝
、
此
事
亦
談
何
容
易
、
然
因
此
可
知
先
生
此
譜
、

家
中
別
無
副
本
失
。
先
生
父
子
残
後
、
遺
稿
在
第
三
孫
忠
介
(
害
同
)

所
。
道
光
季
年
、
鄭
麟
王
膿
軒
(
梓
材
)
館
忠
介
家
、
為
補
二
十
一
表
、

冠
詩
経
因
譜
之
首
。
腫
軒
治
史
撃
、
輿
徐
星
伯
・
張
石
舟
諸
公
遊
。
又

『
高
郵
王
氏
遺
書
』

五
四
頁

黄
山
書
社

(6)
王
章
涛

『
院
元
年
譜
』

二
O
O
三
年

八
二
九
頁

(
7
)
漬
口
富
士
雄

『
清
朝
考
拠
学
の
思
想
史
的
研
究
』

国
書
刊
行
会

陳
鴻
森

九
九
四
年

五
五
五
頁

前
掲
論
文

二
五
一
頁
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(
日
)
張
成
孫

補
宋
元
皐
案
、
有
名
於
時
、
然
於
此
皐
賓
未
能
升
先
生
之
堂
、
其
於
至

・
祭
二
部
及
侯
部
入
撃
、
均
不
用
先
生
原
譜
。
文
不
用
原
譜
瞳
例
。
蓋

未
知
先
生
此
譜
為
説
文
而
作
、
其
書
視
令
教
館
之
人
照
康
韻
排
寓
者
未

之
能
愈
也
。
鳴
呼
、
以
文
達
之
通
博
、
而
於
先
生
之
皐
尚
隔
膜
如
此
」

『
説
文
譜
声
譜
』

『
続
経
解
四
書
類
葉
編
』
(
二
)
所
収
芸

「
諸
家
皆
以
贋
韻
標
目
、
其

文
印
書
舘
一
九
八
六
年

不
合
者
、
割
裂
分
之
、
是
取
其
虚
目
也
」

九
八
O
頁

(
同
)
漬
口
富
士
雄

前
掲
書

五
六
O
頁

(
日
)
粛
軍

「
王
右
腫
耐
訂
爾
雅
義
疏
声
音
韻
謬
誤
述
補
」

『
漸
江
学
報
』

第
二
巻

孫
玄
常

(
口
)
院
元
前
掲
書
(
下
)
九
三
頁
「
乾
隆
丙
午
、
入
京
謁
先
生
、
先
生

之
皐
、
精
微
庚
博
、
語
元
、
元
略
能
知
其
意
、
先
生
遂
業
以
矯
教
。
元

之
輔
知
聾
音
・
文
字
・
訓
詰
者
、
得
於
先
生
也
。
(
中
略
)
古
音
自
顧

氏
・
江
氏
・
戴
氏
皆
有
考
正
、
金
壇
段
氏
分
十
七
部
属
益
精
、
段
氏
之

分
支
・
之
・
脂
嬬
三
部
世
。
護
前
人
所
未
護
、
先
生
昔
亦
同
見
及
此
、

因
段
書
先
出
、
遂
轍
作
。
然
先
生
所
分
者
、
乃
二
十
一
部
、
東
一
・
蒸

一
九
八
四
年
十
七
頁
1
十
八
頁

「
王
念
孫
爾
雅
義
疏
郁
注
(
疏
)
刊
誤
札
記
」

第
一
期
所
収

『
語
言
文
字
研
究
専
輯
』

(
下
)
所
収

上
海
古
籍
出
版

一
九
八
七
年

三
七
二
頁

(
ロ
)
漬
口
富
士
雄

前
掲
書

五
五
九
頁

(
臼
)
演
口
富
士
雄

五
六
O
頁

二
・
侵
三
・
談
四
・
陽
五
・
耕
六
・
員
七
・
誇
八
・
元
九
・
歌
十
・
支

前
掲
書

(
凶
)
院
元

『
寧
経
室
集
』
(
下
)

十
一
・
至
十
二
・
脂
十
三
・
祭
十
四
・
童
十
五
・
絹
十
六
・
之
十
七
・

魚
十
八
・
侯
十
九
・
幽
二
十
・
宵
二
十
一
、
案
之
華
経
・
楚
僻
、
斬
然

不
素
、
其
分
至
・
祭
・
童
・
絹
属
四
部
也
、
則
更
顧
・
段
諸
家
之
所
未

及
、
陸
法
言
所
未
析
者
」

世
界
書
局
一
九
八
二
年
四
二
頁

「
其
現
日
、
今
之
讃
二
百
六
部
者
、
(
少
失
。
求
之
子
古
、
既
不
合
。
以

示
子
今
則
未
暁
、
而
徒
)
不
牽
引
之
、
分
割
之
、
甚
無
謂
也
。
今
故
奉

而
空
之
、
以
詩
求
韻
、
佐
以
易
・
屈
。
以
韻
別
部
、
以
部
類
聾
、
以
聾

譜
説
文
字
而
巳
。
張
氏
此
説
奇
而
法
、
審
説
文
之
聾
亦
細
、
以
見
未
有

韻
書
時
本
来
部
居
。
」
(
)
内
は
院
元
が
省
略
し
た
部
分
で
あ
る
が
、
よ

(
同
)
院
元

前
掲
書
(
中
)
六
一
七
頁
「
元
幼
属
文
選
挙
、
市
世
未
能
精

熟
其
理
。
然
誰
文
脱
字
、
時
時
校
及
之
、
昔
但
得
元
張
伯
顔
明
督
府
諸

本
、
印
以
矯
秘
冊
、
嘉
慶
丁
卯
、
始
従
昭
文
呉
氏
易
得
南
宋
尤
延
之
本
、

矯
無
上
古
加
実
。
(
中
略
)
元
家
居
揚
州
奮
城
文
選
巷
、
即
陪
曹
憲
故

り
文
意
を
明
瞭
に
す
る
た
め
『
説
文
譜
声
譜
』
の
原
文
を
以
て
補
っ
た
。
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里
、
李
崇
賢
所
由
侍
文
選
皐
而
属
選
注
者
也
。
元
既
構
文
選
棲
子
家
廟

芳
、
躍
得
此
加
、
離
之
棲
中
」

(
幻
)
院
元
前
掲
書
(
中
)
五

O
五
頁
「
聖
賢
之
道
存
子
経
、
経
非
詰
不

明
、
漢
人
之
詰
、
去
聖
賢
矯
尤
近
、
響
之
越
人
之
語
言
、
呉
人
能
排
之
、

楚
人
則
否
。
高
曾
之
容
韓
、
祖
父
及
見
之
、
雲
伺
則
否
。
蓋
遠
者
見
聞
、

終
不
若
近
者
之
賓
也
。
元
少
矯
準
、
自
宋
人
始
、
由
宋
而
求
唐
、
求
菅

・
説
、
求
漢
、
乃
愈
得
其
賓
、
嘗
病
古
人
詰
散
而
難
稽
也
。
子
督
撃
漸

江
時
、
衆
諸
生
子
西
湖
孤
山
之
麓
、
成
経
籍
纂
詰
百
有
八
巻
(
中
略
)

漢
之
相
如
・
子
雲
、
文
雄
百
代
者
、
亦
由
凡
賂
・
方
言
、
貫
通
経
詰
、

然
則
舎
経
而
文
、
其
文
無
質
、
舎
詰
求
経
、
其
鰹
不
賞
、
馬
文
者
尚
不

可
以
昧
経
詰
、
況
聖
賢
之
道
乎
」

(
印
)
院
元

前
掲
書
(
中
)
三
六
四
頁

1
三
六
五
頁
コ
冗
謂
古
人
古
文
小

拳
輿
調
賦
同
源
共
流
、
漢
之
相
如
・
子
雲
、
無
不
深
通
古
文
雅
訓
、
至

情
時
曹
憲
在
江
准
問
、
其
道
大
明
。
馬
・
揚
之
撃
、
惇
於
文
選
。
故
曹

憲
既
精
雅
訓
、
又
精
選
皐
、
惇
於
一
群
、
公
孫
羅
等
、
皆
有
選
注
、
至

李
善
集
其
成
。
然
則
曹
・
親
・
公
孫
之
注
、
半
存
李
善
注
中
失
。
(
中

略
)
唐
人
属
文
、
尚
精
選
撃
、
五
代
後
乃
廃
棄
之
。
昭
明
選
例
、
以
沈

思
翰
藻
馬
主
、
経
・
子
・
史
三
者
、
皆
所
不
選
、
唐
・
宋
古
文
、
以
鰹

・
史
・
子
三
者
矯
本
。
然
則
韓
国
禁
諸
人
之
所
取
、
乃
昭
明
之
所
不
選
、

其
例
己
明
著
子
文
選
序
者
也
。
桂
苑
珠
叢
久
亡
侠
、
間
見
子
他
書
、
其

書
諒
有
部
居
、
属
小
皐
訓
話
之
淵
海
。
故
惰
・
唐
聞
人
注
書
引
据
、
便

而
博
。
元
幼
卸
属
文
選
皐
、
既
而
矯
経
籍
纂
詰
二
百
十
二
巻
、
猶
此
志

也
。
此
元
嚢
日
之
所
考
也
」

(
お
)
李
貴
生

前
掲
論
文

三
一
二
頁

(
但
)
王
念
孫
等
撰
前
掲
書
一
九
八
頁
1
二
O
O
頁
「
曇
者
戴
東
原
庶

常
・
朱
笥
河
皐
士
、
皆
欲
纂
集
侍
注
、
以
示
皐
者
、
未
及
成
編
、
吾
師

雲
牽
先
生
、
、
欲
奥
孫
淵
如
編
修
、
朱
少
河
孝
廉
共
成
之
、
亦
未
果
。

及
先
生
督
撃
漸
江
、
乃
手
定
腫
例
、
遂
韻
増
収
、
纏
桑
名
流
、
分
書
類

輯
、
凡
歴
二
年
之
久
。
編
成
一
百
十
六
巻
、
展
一
韻
而
衆
字
畢
備
、
検

一
字
而
諸
訓
皆
存
。
尋
一
訓
市
原
書
可
識
。
所
謂
握
六
喜
之
鈴
鍵
。

(
中
略
)
後
覧
是
書
者
、
去
撃
空
妄
談
之
病
、
市
稽
子
古
、
取
古
人
之

侍
注
、
而
得
其
聾
音
之
理
、
以
知
其
所
以
然
而
惇
注
之
未
安
者
、
又
能

博
考
前
訓
以
正
之
、
庶
可
停
古
聖
賢
著
書
本
旨
、
且
不
失
吾
師
纂
是
書

(
却
)
近
藤
光
男

『
清
朝
考
証
学
の
研
究
』

研
文
出
版

一
九
八
七
年

四

七
頁

(
幻
)
李
貴
生

「
院
元
文
論
的
経
学
義
組
」

『
漢
学
研
究
』
第
二
十
四
巻
第

一
期
所
収

二
O
O
六
年

三
一
一
一
頁

之
意
奥
」
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『
中
国
近
三
百
年
学
術
史
』

『
飲
泳
室
合
集
』
(
十
)
所
収

者
甚
多
、
何
也
。
日
梁
時
恒
言
所
調
韻
者
、
固
指
押
脚
韻
、
亦
兼
謂
章

句
中
之
音
韻
、
即
古
人
所
言
之
宮
羽
、
今
入
所
言
之
平
灰
也
。
福
田
、

唐
人
四
六
之
平
灰
、
似
非
所
謂
於
梁
以
前
。
日
、
此
不
然
八
代
不
押
韻

之
文
、
其
中
奇
偶
相
昇
生
、
頓
挫
抑
揚
、
詠
歎
聾
情
、
皆
有
合
乎
音
韻

宮
羽
者
、
詩
・
騒
市
後
、
莫
不
皆
然
。
(
中
略
)
是
以
聾
韻
流
捕
獲
而
成

四
六
、
亦
祇
論
章
句
之
平
灰
、
不
復
有
押
脚
韻
也
。
四
六
乃
有
韻
文
之

極
致
、
不
得
謂
之
矯
無
韻
之
文
也
。
昭
明
所
選
不
押
韻
脚
之
文
、
本
皆
奇

偶
相
生
、
有
聾
音
者
、
所
謂
韻
也
。
休
文
所
持
属
瓶
獲
者
、
謂
漢
・
貌

之
音
韻
、
乃
暗
合
於
無
心
、
休
文
之
音
韻
、
乃
多
出
於
意
匠
也
。
宣
知

漢
・
親
以
来
之
音
韻
、
湖
其
本
原
、
亦
久
出
於
経
哉
。
孔
子
自
名
其
言

易
日
文
、
此
千
古
文
章
之
祖
。
文
言
固
有
韻
失
、
而
亦
有
平
灰
聾
音
意
。

(
中
略
)
綜
而
論
之
、
凡
文
章
在
聾
嬬
宮
商
、
在
色
属
翰
藻
。
即
孔
子

文
言
雲
龍
風
虎
一
節
、
乃
千
古
宮
商
翰
藻
奇
偶
之
祖
、
非
一
朝
一
夕
之

故
一
節
、
乃
千
古
嵯
歎
成
文
之
祖
、
子
夏
詩
序
情
文
聾
音
一
節
、
乃
千

古
聾
韻
性
情
排
偶
之
祖
。
吾
故
日
、
韻
者
即
聾
音
也
、
聾
音
即
文
也
。

然
則
今
人
所
便
単
行
之
文
、
極
其
奥
折
奔
放
者
、
乃
古
之
筆
、
非
古
之

文
也
。
沈
約
之
説
、
或
可
横
指
属
八
代
之
表
憧
、
孔
子
・
子
夏
之
文
盟
、

宣
亦
衰
乎
。
是
故
唐
人
四
六
之
音
韻
、
雌
愚
者
能
放
之
、
上
湖
杏
・
梁
、

中
材
己
有
所
限
、
若
漢
・
貌
以
上
、
至
於
孔
・
卜
、
此
非
上
哲
不
能
擬

(
お
)
梁
啓
超

中
華
書
局

一
九
九
六
年

二
O
八
頁

(
部
)
庇
元

前
掲
書
(
中
)
五
六
七
頁
「
古
人
以
簡
策
侍
事
者
少
、
以
口

舌
侍
事
者
多
、
以
自
治
事
者
少
、
以
口
耳
治
事
者
多
。
故
同
属
一
言
、

輔
相
告
語
、
必
有
愈
誤
。
是
必
寡
其
詞
、
協
其
音
、
以
文
其
言
、
使
人

易
於
記
請
、
無
能
増
改
、
且
無
方
言
俗
語
雑
於
其
問
、
始
能
達
意
、
始

能
行
遠
、
此
孔
子
於
易
所
以
著
文
言
之
編
也
。
古
人
歌
詩
・
簸
銘
・
諺

語
、
凡
有
韻
之
文
、
皆
此
道
也
。
爾
雅
糟
訓
主
於
訓
蒙
、
子
子
孫
孫
以

下
、
用
韻
者
三
十
二
僚
、
亦
此
道
也
。
孔
子
於
乾
坤
之
言
、
自
名
目
文
、

此
千
古
文
章
之
祖
世
。
属
文
章
者
、
不
務
協
音
以
成
韻
、
修
調
以
達
遠
、

使
人
易
諦
易
記
、
而
惟
以
単
行
之
語
、
縦
横
恋
感
、
動
靴
千
言
寓
字
、

不
知
此
乃
古
人
所
調
直
言
之
言
、
論
難
之
語
、
非
言
之
有
文
者
也
。
非

孔
子
之
所
謂
文
也
。
文
言
数
百
字
、
幾
於
句
句
用
韻
。
(
中
略
)
然
則

千
古
之
文
、
莫
大
於
孔
子
之
言
易
。
孔
子
以
用
韻
比
偶
之
法
、
錯
綜
其

言
、
而
名
目
文
、
何
後
人
之
必
欲
反
孔
子
之
道
、
而
自
命
日
文
、
且
尊

之
日
古
也
」

(
幻
)
院
元
前
掲
書
(
下
)
「
福
間
目
、
文
心
雌
龍
云
、
今
之

常
言
、
有
文
有
筆
、
以
嬬
無
韻
者
筆
也
、
有
韻
者
文
也
。
竣
此
、
則
梁

時
恒
言
有
韻
者
、
乃
可
謂
之
文
、
而
昭
明
文
選
所
選
之
文
、
不
押
韻
脚

一
一
九
頁

也

(
お
)
近
藤
光
男

前
掲
書

四
二
一
頁
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(
却
)
院
元

不
用
此
韻
哉
。
年
兄
試
再
興
堂
中
林
・
曾
・
楊
子
商
権
窮
定
。
(
即
如

廿
一
部
至
・
質
、
須
在
各
韻
中
将
各
字
提
摘
而
出
、
錯
剛
去
彼
韻
之
字
)

即
可
在
堂
中
葉
板
成
帳
。
不
過
数
寓
大
字
、
即
可
嘉
裏
皐
古
之
士
、
予

雌
老
、
亦
築
得
観
之
、
且
可
以
分
授
家
郷
子
弟
失
。
庚
寅
閏
月
」

前
掲
書
(
下
)
一
三
三
頁
「
自
陸
謹
言
等
定
四
聾
韻
馬
二
百

六
韻
之
後
、
唐
人
作
詩
賦
、
弁
窄
馬
寛
、
沿
至
今
、
紙
一
百
六
韻
突
。

以
今
韻
矯
今
詩
文
則
可
、
若
作
古
賦
詩
僻
而
用
今
韻
、
不
今
不
古
、
識

者
晒
之
。
至
於
唐
・
宋
以
来
、
濁
用
通
用
、
浅
人
所
属
、
己
鮮
依
擦
。

或
且
臆
以
時
俗
土
音
、
動
翻
甑
用
、
直
似
以
元
人
劇
曲
之
韻
。
擬
唐
人

矯
律
賦
、
更
不
如
今
一
百
六
韻
失
。
宣
有
不
明
音
韻
築
文
訓
話
、
能
上

擬
相
如
・
子
雲
者
哉
(
即
如
昌
禦
進
皐
解
韻
、
臆
用
無
法
、
世
竿
知
其

謬
者
)
然
則
牌
奈
何
、
因
思
古
韻
之
分
合
、
近
惟
金
壇
段
氏
若
庸
六
書

音
均
表
十
七
部
矯
善
。
如
之
・
脂
・
支
・
暗
四
韻
、
唐
人
皆
井
矯
四
支

合
用
。
執
知
華
経
・
楚
僻
皆
断
分
三
部
、
絶
不
相
混
、
文
選
亦
分
不
適

用
乎
。
高
郵
王
懐
祖
先
生
、
精
研
六
書
音
韻
、
欲
著
古
音
一
書
、
因
段

氏
成
書
、
遂
即
轍
筆
。
(
余
三
十
年
前
即
聞
此
論
)
然
其
廿
一
部
、
甑

極
詩
・
騒
、
剖
析
豪
吉
、
不
但
密
子
段
氏
、
更
密
子
陸
氏
者
、
予
屡
欲

贋
韻
而
以
古
音
分
部
、
使
便
於
擬
漢
以
上
文
章
鮮
賦
者
、
取
用
之
、
迄

未
暇
馬
之
計
。
皐
海
堂
中
年
兄
、
深
寧
古
音
、
局
就
段
氏
精
審
之
、
市

進
以
王
氏
之
準
、
定
震
古
韻
廿
一
部
、
以
華
経
・
楚
僻
矯
之
根
抵
、
矯

之
圏
範
、
庶
無
隔
部
臆
用
之
謬
乎
。
或
日
漢
・
晋
文
章
之
韻
己
有
出
此

圏
範
者
、
奈
何
以
此
限
之
、
答
日
、
漢
・
菅
文
章
、
斉
・
梁
之
韻
難
寛
、

而
之
・
支
・
脂
等
韻
、
未
曾
通
雑
、
若
皐
漢
・
音
文
鮮
而
更
能
謹
守
此

漢
・
督
以
上
之
韻
、
取
法
乎
上
、
接
甑
韻
而
反
之
正
、
不
更
善
乎
。
況

以
今
韻
一
百
六
韻
、
而
井
矯
廿
一
部
、
己
寛
之
至
失
。
撃
者
亦
何
俸
而

(
初
)
陳
鴻
森

研
究
院
中
国
文
哲
研
究
所

「
院
元
翠
経
室
遺
文
輯
存
」
『
清
代
揚
州
皐
州
』
所
収

中
央

二
O
O五
年

六
七
一
頁

(
担
)
陳
鴻
森

前
掲
書

六
七
一
頁

(
位
)
陳
鴻
森

「
配
元
輿
王
引
之
書
九
通
考
稗
」

二
六
二
頁

(
ね
)
李
貴
生

前
掲
論
文

コ
二
四
頁

(
U
M
)

院
元
前
掲
書
(
上
)
「
余
三
十
徐
年
以
来
、
説
経
記
事
、
不

能
不
筆
之
子
書
、
求
其
如
文
選
序
所
謂
事
出
沈
思
・
義
陣
翰
藻
者
、
甚

鮮
。
是
不
得
稽
之
属
文
也
。
今
余
年
届
六
十
失
。
白
取
奮
帳
、
授
児
子

輩
重
編
寓
之
、
分
馬
四
集
。
其
一
則
説
経
之
作
、
擬
子
買
・
那
義
疏
巳

云
僧
失
。
十
四
巻
。
其
二
則
近
子
史
之
作
、
八
巻
。
其
三
則
近
子
之
子

作
、
五
巻
。
凡
出
子
四
庫
書
史
・
子
雨
途
者
、
皆
属
之
、
言
之
無
文
、

惟
紀
其
事
、
達
其
意
而
己
。
其
四
、
則
御
試
之
賦
、
及
餅
瞳
有
韻
之
作
、

或
有
近
子
古
人
所
謂
文
者
乎
。
然
其
格
己
卑
失
。
凡
二
巻
」

頁
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義
述
聞
》
作
者
疑
案
」

(
部
)
方
東
樹

『
考
繋
文
集
文
録
』

『
儒
戴
』
精
華
編
二
七
五
所
収
新
華

「
儀
徴
院
相
園
深
題
其
説
、
困
層

二
O
一
一
年

一
四
四
頁

書
庖
吾
友
南
海
曾
君
勉
士
依
其
類
例
作
《
二
十
一
部
古
韻
》
。
余
聞
而
疑
之
、

私
誌
於
吾
友
日
、
凡
所
以
求
古
音
者
、
勝
以
謹
古
経
音
、
而
非
欲
以
施

今
用
也
。
有
経
音
既
得
則
止
、
非
必
尊
古
而
卑
今
、
以
持
属
有
難
也
」

(
訪
)
演
口
富
士
雄

前
掲
書

五
七
八
頁

(
訂
)
曽
剣

『
面
城
楼
集
紗
』
巻
四
『
海
学
堂
叢
刻
』
所
収

七
4
3

八
葉
「
秋
仲
、
李
孝
廉
能
定
、
自
京
師
還
、
奉
到
頒
護
江
君
韻

書
、
王
氏
二
十
部
韻
表
、
井
郷
田
二
十
一
部
韻
稿
本
、
訓
諺
誇
誇
、
不

光
諸
年
間
刊

勝
感
侃
」

(
犯
)
演
口
富
士
雄

前
掲
書

五
七
五
頁

(
鈎
)
陳
鴻
森

義
述
聞
》
作
者
疑
案
」

「
配
元
刊
刻
《
古
韻
廿
一
部
》
相
闘
故
賓
排
正
兼
論
《
鰹

四
三
七
頁

(
却
)
陳
鴻
森

「
院
元
翠
経
室
遺
文
輯
存
」

六
七
一
頁

(
引
)
陳
鴻
森

「
院
元
刊
刻
《
古
韻
廿
一
部
》
相
関
故
賓
排
正
兼
論
《
鰹

四
三
七
頁
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